
1 
 

 

第 2108 回例会  平成 31 年 2 月 4 日（月曜日）第 19 号  

 
本日の例会 ２月４日（月）    第１例会 

● ソ ン グ 『それでこそロータリー』 

● 卓  話 

 

『 平成の出来事 』  

担当：小川 高弘会員 

● 本日の献立 松花堂弁当 

次回の例会 ２月１８日（月）   第２例会 

東大阪西ロータリークラブとの合同例会 

● 卓  話 

 

● ゲストスピーカー 

『牧師といのちの崖』 

白浜バプテストキリスト教会牧師 

藤藪 庸一(ふじやぶよういち)様 

● 本日の献立 フランス料理 

前回の例会 １月２８日（月）  第２例会 

  

会長新年挨拶           金子 勝信 会長 

皆さん新年明けましておめでとうございます。 

 新年のご挨拶も飽きてきた時期だと思いますが、

どうぞ宜しくお願いいたします。皆様におかれまし

ては、すばらしい新年を迎えられていることとご拝 

いたします。皆様ご存知のとおり、今年は、元号が

変わる節目の年であります。 

昨年は、一年の世相を現す漢字が「災」でありまし

たが、その漢字が表すとおり非常に災害の多い年で

ありました。 一方、うれしいニュースも入ってき

ました。２０２５年の万博が大阪に決まったことで

す。すでにカジノを含めた統合型リゾートＩＲの計

画に対する陳情に世界各国から業者が訪れているよ

うです。 

 また、ここ数年続＜インバウンド観光客の増加に

よって、昨年イギリスのエコノミスト誌が発表した

世界の住み良い年ランキングで大阪は、１位ウィー

ン、２位メルボルンについで３位にランキングしま

した。日本国人からみた大阪のイメージとずいぶん

違い驚きました。 

 このように今、大阪は世界に注目させる都市へと

変わってきております。日本国内に目を移します

と、４月に新元号の発表、統一地方選挙、５月に新

天皇のご即位、６月には大阪でＧ各国の首脳が集ま

るＧ２０が開催されます。 

 また、９月には日本でラグビーワールドカップが

開催され、花園競技場でも試合が予定されておりま

す。１０月には消費税が１０％に増税と、非常に変

化の多い１年になります。来年はオリンピックもご

ざいます。 

 世界的には、アメリカと中国の貿易摩擦、イギリ

スのＥＵ離脱等の世界経済の不安定さはあります

が、日本そして、大阪の未来は明るい話題が多い年

であると思いますので、皆さんこれら様々な変化を

好機と捉えて頑張っていきましよう。さて、今年度

も後半となり、来期へ向けての準備も進みつつある

ようですが、私自身は、当クラブ会長として今期の

残りの任期に対する意欲は、いささかも衰えており

ません。 

 最大の課題でもあります会員増強についていかに

成果を上げていけるか皆様とともに検討し、取り組

んでまいりたいと思っております。 

 今年度の当クラブの行事につきましては、春の家

族会、４月の茨木カントリーにてのゴルフ同好会、

国際奉仕バスプロジェクトのチャリティイベント、

献血運動などまだまだ大きなイベントが予定されて

おります。各委員長、会員の皆様におかれまして

は、引き続き、ご指導ご鞭縫ならびにご支援のほ

ど、何卒宜しくお願いいたします。 

 最後になりますが、今年一年、皆様にとってすば

らしい年になりますことをご祈念申し上げまして新

年のご挨拶とさせていただきます。 
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1.本日、例会終了後に第７回定例理事役員会が、３

階、真珠の間にて開催致します。理事役員の皆様

方にはよろしくお願いいたします。 

2.２月２日（土）大阪国際会議場にて開催されま

す、「2019-2020 年度のための地区チーム研修セミ

ナー」には、地区よりクラブ奉仕委員を委嘱され

ました金子会長が出席されます。 
出 席 報 告           中村 委員 

本日の会員数 １８名 

本日の出席者数 １５名 

本日の出席規定適用免除会員 ８名 

本日の出席率 ９３．７５％ 

１２月１５日の修正出席率  １００．００％ 

１月のお祝い           

●入会記念日 岩﨑会員 

●会員誕生日 岩﨑 岩橋 （各会員） 

●夫人誕生日 細川 治美様 鈴木 経子様 

●結婚記念日 百済 岩﨑 鈴木（各会員） 

●12月の内祝いニコニコ 累計 225,000 円 

●12 月のニコニコ箱 73,000 円 累計 1,081,000 円 
ニコニコ箱報告       ＳＡＡ 岩橋 竜介 

金子会長 山崎様、後ほど職業奉仕に関する卓話を

よろしくお願いいたします。 

尾崎幹事 地区職業奉仕副委員長、山崎修一様、本

日の卓話ご苦労様です。宜しくお願い致

します。 

佐藤会員 本年も宜しくお願いします。新年早々バ

タバタしてますが一緒に頑張りましょう 

浅野会員 皆様遅ればせながら、明けましておめで

とうございます。新年会欠席のお詫び共 

細川会員 本日卓話の山崎修一様、宜しくお願い致

します。また、貴重な出版本ありがとう

ございます。参考にさせていただきます 

大崎康枝 新年会での皆様のあたたかいお心遣いに

感謝いたします。今年も明るく元気な歌

声をお届けできるよう頑張ります！ 

「日本の職業奉仕について」 

２６６０地区職業奉仕副委員長  山崎修一様 

「日本の職業奉仕について」というテーマでお話を

させていただきます。「超我の奉仕」「最もよく奉仕す

る者、最も多く報いられる」「四つのテスト」など,「ロ

ータリーの樹」の根の部分が、日本の昔からある「人

づくり」の基本的な考え方、特に「甲斐（かい）」「情

（なさけ）」「志（こころざし）の三つとどのように結

びつくのか、考えてみたいと思います。 

 まず「甲斐」です。「やりがい」「生きがい」「働き

がい」「頑張った甲斐があった」「不甲斐ない」などと

日本語で使われますが、これが職業奉仕と結びつき

ます。健康、家庭、職場などを大事にしながら、目標

や理想など目指すところに向かって継続努力すると

ころに「甲斐」があります。しかし、最も大事な点は、

単に自分が目標を実現するだけでなく、周りの人た

ちがそのことによって認めてくれる、喜んでくれる

ことでしょう。ここに「超我の奉仕」の基本がありま

す。さらにその点を掘り下げると、「情」に繋がりま

すまず、相手の立場に立って考えること、相手の気持

ちがわかることがスタートです。そして、その相手の

立場から自分を厳しく眺めることが要求されます。

この厳しく眺める基準が「四つのテスト」です。一方

で「情けは人の為ならず」ということわざは、「最も

よく奉仕する者、最も多く報いられる」と本質は同じ

ところにあります。 

では、三つ目の「志」について考えてみましょう。こ

こには５つの視点があります。 

第一に、組織は一人ひとりにとっての成長の舞台、自

分の力を最大限に発揮する舞台だ,という捉え方で

す。ロータリーという組織も、明らかに成長の舞台、

人づくりの場です。 

 第二に、そこでいう成長とは、変化の一つ,「変化

こそ生命（いのち）」だという点です。皆さんの目の

前のグラスを思い切り床にバンとたたきつけると、

粉々に割れます。形が変化しました。しかし、グラス

には生命はない、では生命って何だろう、それは、自

分の意思で変化するということではないでしょう

か。グラスは残念ながら他の力でしか変化できない、

だから生命を宿していないのです。一方で、草花は、

自ら水分や養分を吸い摂り、光合成をして変化して

いきます。だから生命です。 

 第三は、その変化や成長の方向です。日本国憲法第

２２条には職業選択の自由が謳われています。私も

税理士という職業を選択しました。ところが３０歳

で独立したときに、いくらその仕事をしたくても仕

事ができませんでした。全く申告書が書けなかった

のです。申告書を書いてくださいというお客様がい

なかった、ゼロからのスタートだったからです。人が

仕事を選ぶのは当然のこととして、実は仕事が人を

選ぶのだということを心の底から悟りました。言い

換えると、常に仕事から選ばれる存在になるように

変化、成長していかなければならない、「変化こそ生

命」の方向は、「人が仕事を選び、仕事が人を選ぶ」

というところにつながっていくと思うのです。 

そうすると第四に、仕事から選ばれる存在になるに

はどうすればいいかということがポイントになって

きます。これこそ正解はないように感じます。しか

し、ただ１つだけ言えることは、これからの時代は他

の人と同じことをしていたのでは、「あなたにお願い

します」と言って選んでいただけないだろうという

ことです。「自分らしさ」が大事なのです。 

 そして第五に、こういう「自分らしさ」を鍛え上げ

ていくには、時間的な自己投資をすべきだという点

です。「毎日１時間、１カ月で３０時間、そんな大き

な差じゃない。だけど、１年がたつとやっている人と

そうでない人とで３６０時間の差になってくる。そ

うなると１日１０時間ずつ追いつこうと思っても３

６日かかる差になる。それが５年、１０年したら圧倒

的な差になってもう取り返しはつかないだろう。

日々の積み重ね、１時間１時間の自己投資の積み重

ねがものを言うよ。」と、ある人に教えてもらいまし

た。例会は毎日ではなく、毎週ですが、その１時間の

例会の積み重ねが人づくりの原点なのです。 


